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諺 歌 百 首
バ ー ラ テ ン ド ウ 。ハ リシ ユチ ヤ ン ド ラに 捧 ぐ
プ ラ タ ー プ ナ ー ラ ー ヤ ン 。 ミ シ 晶 ラ
言 上
ここにお 目に掛けます るはま こと差上 ぐる値な き粗末 な品にて ございます.
世に 「お・日様に燈火 」ユとか申 します.し か しなが ら,こ の百粒 の薬,印 度国
民の心をぱむ しばむ業病の治療にNさ さかな りとも役立つ もの と愚考致 します.
もしこれに諸賢の情深 き眼差レを賜るな らば,錦 上花 を添 うと申すべ き厂黄金
に香 りを添 うること」2と 相成 りまい う.さ ればこそ、 「山賤の心の印なる
薪に木の葉 」3を もお受取 り下 さ らんことを伏 して願い上 ぐる次第 にて ござい
ます.
敬 白
カーンプルにて
ラーマ降誕 日 プ レ ー マ ダ ー サ 。 ミ シsラ 拝
ハ リシユチ ヤン ドラ暦3年(西 暦1887年)
慈愛温るる神を拝み
群がる疑念を捨て去るべし
ひたすらに念じ励むならば万事成就す
「あれもこれもと念ずるなれば万事潰ゆ」4といえり(1》
ヴエー ダ
これぞ四聖典の精随なり
耳底に深 く刻むべし
「慈愛の二文字学ぶ者
まことの学者とならん」5といえり(2)
神は時空を超えておわします
ダー マ
四聖 地の巡礼も益なきこと
何故に心眼を開いて見 ようとなさらぬか
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厂抱 いた子を村中捜 し歩 く愚か者 」6と いえ り(3)
西藪ダにズ講 す畷 麟 し
呪文 苦行,願行に励み命を捧 ぐとも
神に捧 ぐる誠心なくばいずこにか悦びを得ん
「吹けば飛び散る虫喰い粒よJ7といえり(4)
慈悲の倉,慈愛の館なる主を疎んじ
悪魔,幽鬼を拝む者が
如何にかかる知恵 もて喜び幸せを得ん
「ダヒー乳 酪と思いて綿を食い 」8と嫉 り(5)
門派に囚わるるならば生死の輪を逃れ
解脱を得んものと悩み苦しむものなり
慈愛の道を歩めば何事にも執着をお・ぼえず
「やりもとりもせずかか籾 もなし」9といえり(6)
負けは負け,勝つとも負けになる者に
説き聞かせるは全く無益なること
針の先ほど習えば天狗鼻,本 性は如何ともなし難し
「ず 齢 注 ぐとも苦棟(二払 の木)は甘 くは勧 ず」1°と欧 り(7)
学 び励め とあれほど説 き教 えられたに
民草の苦 しみは去 らず
のら くら者はいず こにて も同 じ
「ぐうたら宿六家の内で も外で も」11とい えり(8)
如何なる害を被 るとも
わが本 の姿,わ が本の風,わ が民の本を
ゆめさげすむなかれ
「とまれ身内は身内 」12といえ り(9)
露ぼどの知恵な き者共が
バードレー
伴 天連の教えに従 うなり
異国の風 を真似ればついには害 を被 る
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「他所者 に口づけすれど唾ばかり」ユ3といえ り(10)
輸のが利 を求めて人に害をなせぱ
苦海に沈むは これ必定
ゆめ疑 うことなかれ
「な したるように享 くるもの 」14とい えり(11)
お・のが全 き力及ぱぬに
威厳示すは無思 慮 とい うぺ し
ち としくじりやしゆん となる
「抜け作は人の財物 の番をする 」15といえり(12)
あの手 この手奥の手つ かN,お のが望みを果たすがよいそ
だれかれなしに一様に振舞えば,不 快な 目にあ うものよ
相 手次第 に振舞 うが賢者の しるしな り
「畑を鋤 くには盲牛を こき睫え 」16といえり(13)
恥 じらい を捨て
お・のが 目的果たす者には
かなわぬ もの
「往還に額す りつけ情乞いする盗人め 」17とい えり(14)
兄弟矚嘩の果ては他人の足下にひれ伏 す
この骨 肉の憎しみ こそ
ラーフ
月 なるイン ドを食 らう触 鬼 なり
懐 切者がランか 国を灘 す 」'8とい 釣(・5)
は らか らと争N
神に誠の心抱かねば
Nず こにてもあなどらる
厂力 鮒 ればかか あは齲 のか らかい もの 」ユ9と峡 り(・6)
互いに仲睦 まじければ
苦 労はすべて消え失す
団結 に勝れる力なし
53
「一足す一は+一 」2°といえ り(17)
霙繍 ズ はみ癬 い去る
我等は口舌の雄
手足動かさず 口先だけで何になろ う
「雷鳴で魔法が とけ ようものか 」21といえ り(18)
わがこ とはわが手でなす べし
パjLデーシー パルダルミー
異邦 人,異 教徒 には一切期待 できず
財宝 と大地を奪 つた者が どんなよいことなそ うものか
「ヒノ高 ㌔ 都 友なくム鍋 ン嬬 都 兄剃 し」22.といえり(・9)
なにはさてお き
自主独立を手に入 れるべ し
その意気持たねば黙 して足蹴を受け よ
「王 のなす ことこれ礒 躯 が出 ようと賭 けは賽の 則23と いえ り(2・)
世故をわきまえねば
読み書 き覚えたとてなにになろ う
ご とごとに物笑いの種 となるばか り
「バラモンは本卦勵 して も抜けたまま 」24といえ り(21)
世に敬 まわれて こそ
ま こと立派 とい うもの
空威張 りしてなにになろ う
「家の中ではみな燬 欄25と いえ り(22)
体力,知 力.学 問,徳 性,そ れに知識は
すべて/sの 支配下
ま ことみ じんの疑い もな きこと
「運に恵まれて こそ成功す 」26といえ り(23)
サンニヤーシー出 家 は足 るを知るべし
グリヒー在 家は財を蓄えるべ し
手に入 れたばか りで有頂点 になるは愚 か者
5る
「塑 齣 麦粉爾 を購 す糠 螂 ・・といえり ㈱
過 って破局を迎え ようとも
賢者は努力 を怠 らぬ もの
つ ぶれた倉の一 文に一万の値打 あ り
「夜逃げ男のふん どしで もとれ 」28といえ り(25)
なに ごとも時を逃さず
正しい手立てを尽 くすべ し
時機 を逸 すれば利全 くなし
「鳥がついばんでか ら悔 んだとて 」29といえ り(26)
わ き目もふ らず書 を読み
師友父母に尽 くすべ し
されば こそ
隔 檀は二葉 より芳 し」3°とい 炒(27)
友 と財とを蓄 うべし
これあっての徳 と取柄 な り
さ もな くは知恵 も役立たず
「臥 の㌘ 確 襯 も_人の貧乏人には及ぱず」3'と吠 り(28)'r.
貞節を守 りて
婚家 と実家で喜び享け るべ し
ふ しだ ら女 はいず こにて も嘲 らる
「渡 失えぱ二度 と戻 りこぬは誉 れ豹 」32といえ り(29)
老tTれ ば あらゆる欲 を捨て去 り
神 の蓮の御足を頂礼すべ し
この世の ものを信ずるなかれ
「命 の限 蟆 み励 」33とい え り(30)
力持 ちは希望 を失わず身 を修むる もの
かほ どのもので何になる,と い う者に唾すべし
如何ほ どであろ うとも光 はあるにしかず
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「ひま畑 では虎の如 き猫 」34といえ り(31)
過 ぎ去 りし時にとらわれ
今なる時を
潰すべからず
「過 ぎしは忘 れ去 り,先 をぱ思 うべ し」35といえ り(32)
目指す仕事 に障 りが起 きようとも
焦 るべか らず
倦 まず たゆまず努め るな らぱ事 は成る
「謬 驫 激 ずさえどこどこまでも」36と砥 り(33)
意気込んで始めながら妨げに
す ぐ気力を失 う者は
無駄な努力にて恥をか く
「レモンに塩なめへこたれる」37といえり(謝
世間付合いあろうとも
わがことはわが手で友すべし
勇気ある人は名を惜しむ
「水は井戸を掘つて飲むべし」38といえり(35)
勤勉なる人,勇気ある人,意 志堅固なる人,力 持てる人は
自ずと人の上に立つ
これ世間も認めるところなり
「水牛は棍断 持つ 人縦 う 」39といえり(36)
白く輝 き流れるといえども
片や心を清め
片や正気を奪う
厂瞽 縞 の水と翻 の汁とは並びようもなし」4°と嫉 り(37)
迷いを断ち
面子を捨て怠情を去つて
富を手にすぺし
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「 畴 タ姦壕 …に室 リ羅 リ!_一いずこにても成しとぐ」4ユと吻(38)
ヴエー ダ
ロ先では四聖 典を唱えつつ
心では人の財物や女色に執着す
まこと鷺の如き信心の徒よ,幸いなれ
厂手には念珠 懐には匕首」42といえ り(39)
澄のが行い改めず
御高説を撤 き散らす
学者面に紳士面,呪われてあれ
「昨日の出家が大智 ・大覚 」43といえり(40)
守るべき道も守 らず身を修めず
我執を捨てず愛をひろめず
その上楽を求める愚か者
「何の権限ありて湯をお求めじや」44といえり(41)
真実 力量,利益に意を注ぎ
虚名を追 うなかれ
偽 りの位階にて楽の得られるはずもなし
促 もかなわぬ酩 羸 タa5と いえり(42)
この.ヒな繭 産 鉾 を捨てペルシア文字にカ・ぶれるとは
自国の もの をうちや り異国の ものにいれあぐとは
か ような見方,考 え方 なれば ヒン ドウーは苦 しむが当然
厂わが家の中白のどをさレ くすね礁 砂糖舌 をとろかす 」46といえり(43)
み なが己の殼 かぶ り
得 意になれば
なに もか も話にならず
「銘々のタンバ リン,銘 々の名調子 」47とい え り(44)
お・のがために励 みもせずに
世と仕事 を呪 う
怠 け者の知恵は失せ たも同然
57
「勵 蜘 らずに床 くさし」48といえ り(45)
果の よさを見定めて
仕事にかかるが賢者 なり
愚者の努力は効 なきもの
「め くらが粉ひきゃ犬が食 う」49といえ り(46)
しかけた仕事はな しとげ よ
その後次に とりかかれ
一 時に あれこれ考えてはな らず
「行者増せぱ庵荒れる 」50といえ り(47)
わが家の ことを先ず大切に
他人の ことはその後に
マハートマー
大 聖 は これな くばそれなしと仰せ じや
「まずは稼 窺 次にウ £ 繍`1と 嫉 り く弼)
手 足,頭 の痛むほど日夜 きびし く励んでこそ
富 も力 も知識,分 別,学 問 も身につ くもの と知れ
怠ければ気づかぬうちにあとかたもな く消え失せ る
「齷 は一滴を惜しみラヒ流 ンは(油入れの)矣蠶 をひつくりかえす」監 いえ り(49)
力持たぬに
空し:+'待を抱かせ
は ぐらかしてはならぬ
厂す ぐ暗 を上 ぐ㌻ 繁 よりもしわいがまし」53と晩 り(5・)
官能 に身を委ねれば
必ず苦 を享 く
快楽 と病気 とは分かち難し
「黒砂糖は耳izに 飾 りの穴をあけて もらう子のみに 」54といえ り(51)
知のが身 も心 も財も投げ うち.
人 につ くすが入の道 一
お のが利益のみ追 うは賢者 のなす ところにあ らず
Y..‾V
「ろばさえ も自分の腹 は満 たす 」55といえ り.(52)
限 りな き知 と徳は胸に秘め られてあ り
時を失すれば これすべて清え
決 まりたる こともとどこ勘るな り
厂天か ら降るもなつめやしの樹 にひ つかかる 」56といえ り(53)
友には紊直に従え
敵にはあの手 この手奥の手 あらゆる手を用い よ
そ れが この世の幸せ な過ごし方
「壁にあわせて絵を描け 」57とい えり(54)
な にご ともおのが力量に基 き行 うべ し
力量以上に体裁 をつ くろい借金 しては な らぬ
金 を借 りれば気の休 まる暇な し
「商人の挨拶は閻魔大王 の伝言 」58といえ り(55)
無駄金 遺い
得 た名は必ず
信用 をつぶす もの
「月夜は四 日,そ してまた闇夜 」59といえ り(56)
身心 ともに励むでなし
英 吉利風にまるまるかぶれ
異人 に嬉々と仕 う
厂黝 を食い あさ りた磯 句は さんざしの実 」6°といえ り(57)'
常に弱きに味方す れば
神に愛 でられ名をあけ ようそ
弱 きを苦 しむるは徒労な り
「鷺を撃ちて得 るは羽のみ 」61といえ り(58)
物腰常にやわ らかく
されど曲者には気をつけ よ
油 断すればつけ入 らる
59
「やさしき顔は犬がなむ 」62といえり(59)
世辞をつ らねる人は
友にはあらず,我 利我利亡者な り
そ れを見破るは賢者な り
「甘Nも の欲 しさに他人の食い さしを食 う輩 」63といえ り(60)
先 を考えず気ままに振舞 う人 をぱ
賢者は違えず愚者に数 ゆ
た とい今 日は喜び笑 うとも明日は必ず苦 を享 く
「母野羊はいつまで安心 しておれるや ら」64とい え り(61)
:苦の種 とな る弱点は
い ともたやす く大 きくな るもの
あな どるべか らず
「毛布は湿 るにつれて重 くなり」65といえ り(62)
能 なき者ははか りごとを大いに好む
口先でつ くろい
澄 のが欠点 をか くす
「かめ半分の水はお どりはねる もの 」66と いえ り(63)
畷なきは神 のみ
愚かにもお・のがなしたるところを忘れ
他人の弱味を嗤 うはま こと不届 きな り
「いず れの家 にも粘土 のかま どあり」67といえり(64)
しば らくは人を惹 きつけ ようとも
欺 き通 せるわげでなし
化けの皮がはげ ようものなら到るところで噬い もの
「警視をやめれば小心者呼ぱ籾 」68といえ り(65)
富 の酒に酔い痴れるな らば
学 な く知恵な く思慮なし
夢 の中に も愛の道へは進まず
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「男滋んなの子を生 みたるためしありや 」F9といえ り(66)
泣 くとも笑 うとも
天の定 めた通 りに しかな らぬ もの
知者はなぜに涙 を流 そ う
「笑い声あ りてこそ家は栄 ゆ 」ワ0といえ り(67)
苦 と楽 とは
だれに もつNて まわる もの
勇気 を失 うてはな らぬ
「心で負け たが負け,心 で勝 つたが勝 ち」7ユとい えり(68)
友の秘めごと詮 索するなかれ
互い に意地張 り
争い生ず
「か きまぜ過 ぎれ雌 となる72と いえ り(69)
家柄 のみにて信ずるなかれ
わ きに離れ試 し確 かめ よ
良家に も山ほ どの出来損いあ り
「わが家の米 にわらすべ混ぜ る不届者 」73といえ り(70)
つま しく暮 らすべ し
無駄遣いするは愚か者
「米の飯 と診 天道 さまはついて まわる 」74とい う者は
苦 しみもだえ命をお とすべ し(71)
交際を引続 き願 うな らば
判断を一層慎重になし
ゆめ遠慮すべか らず
「仕事 の出来は金 次第75と い うぺし(72)
贈 りものは貧 しき者 に
金 持に贈 るは失 うも同然
そ れを悟れば知力 に忍耐力増すべ し
sl
「らくだの口にジーラー(ク ミンの実)と は 」76とい えり(73)
定かなるものを捨て
定かならざるものに思い悩むなかれ
この世は楽 し く過ごすべ し
「死人に解脱が役立つ ものか 」77といえ り(74)
他人の言葉に耳を貸さず
お・のが仕事に専念すべ し
世問のから くりを気にとむるなかれ
「人はみなお・のが蒔いた もの を刈取 る」78といえり(75)
知恵あ るものは
臨機応変 に振舞 うもの
頑 固者には幸せ得 られず
「腐るとも安売 りはせず 」79といえ り(76)
い ささかな りとも役立つ と見れば
あ きらめるべか らず
手をゆるめぬが賢者 とNう もの
「指をつかんだな らば手首 をつかめ 」80といえ り(77)
意志堅からずぱ何事 もならず
如何なる訳あろ うとも
千万 のことを思いめ ぐらそ うとも何 もなさざれば
「 モー・チー モーチーやは り靴 屋は載 屋のまま 」8ユとい 炒(78)
毀誉褒貶に出会わぬ入ありや
愚者の言葉 に苛立つ丈夫あ りや
ひとえにこれを信ず るならば道をそれることなし
象瞠 々と進みゆ く.「 犬 ころは吠え立て るもの 」82といえ り(79)
小心のジ ヤツカルは
お・のが穴に ひそみ死ぬ
獅子は異郷で
62
「殺 した ところで飾 う」8鬼 いえ り(80)
この世に起こ り得ぬ ことなし
瑕ある ものの瑕 も消ゆ
年寄 り子供 も知 るところ
「金槌つぶれて斧 となる」84といえ り(81)
おの れに害なしと知 れば
世間体 にも意を払 うべし
得 にもならぬにあざ笑わ るることもなし
「みなが猫 とい うからに ややは り猫 じや」85といえ り(82)
人 一倍働 くべ し
され ど先頭 には立つなかれ
下端は仕事に し くじ りや喧嘩をし
「萇レ1は なべに落 ちこみ黼 め 」86といえ り(83)
得意に も失意 に も
度 を失 うことなかれ
度 を失えぱ分 別の明 りは消 ゆ
「過 ぎたるはよか らず 」87といえ り(84)
好 きな人のためにはみな耐ゆべし
されば必ず限 りな き喜びを享 くるな り
厂美味 きは己れに苦 きは他入 に 」88
とい うなれば,人 を好 く器 にあ らず(85)
賢 き人,礼 儀 正しき人
品位ある人にこそ
ふ さわ しき振舞いな り
「高 き人に交わるも媚 びず 」89といえ り(86)
天 の怒 りを招 くな らば
この地の上に安 らかなる所なし
知恵の阪 りを絞ろ うとも
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「駱騨 乗 つ依 犬畷 る 」9°といえ り(87)
お・のがなすべ きことを人に委ねるなかれ
そ れを見て如何なる痴者が
口出しす るや も知れず
「牛が跳ねずに荷が跳ねた」91といえ り(88)
運悪 しく失販したな らば
痛みは胸の うちに秘めお くべ し
出来 る隈 り人 に知れぬよう
「わ しが獲物の逃げぬより」92といえ り(89)
損多 しと知れば'
わず かの利益はあきらめ よ
分別ある人の避 くるところ
「五銭の㍗黔 に五+銭の羽さ礎 」93といえり(9・)
全滅に臨みて も落胆す るなかれ
あ らゆる術にて備え手を打つべ し
これ数多の書の教えるところ
「財を失 うと見れば分けて半分を とれ 」94といえ り(91)
五人が力を合わせれば
難事 も
容易にな るべ し
「五人に_本 ずつの薪 も一人 に五本 では 荷瞰 る 」95と いえ り(92)
だれの話であれ よく聞き
要点を聞きとるべし
だ れしも己を大 きく見せたがるもの
「緲 賦 では婿のほめ歌を歌 うべし 」96といえ り(93)
ために なることをやさし く言 えぱ
人の心 をとらえ るもの
同 じこともきび しく言 えば あなどり招 く
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「歯に衣着せねば うとまる る」97といえ り.(s4)
先人の言にあ り
「天は徳と不徳 とを混ぜ合 わせた り」98とい えり
され ど,分 別の眼持つ人には見ゆ るものな り
「ほこ りにまみれて も黄金 は光る 」99といえ り(95)
徳 や知識 を授かる際に
利 口ぶ ってはな らず
さもな くば評判お・とす
「飼主 にニャーオ と目をむ くとは 」ユ00といえ り(96)
よき交 りに時を費すな らば
何事に も上達す
なにもか も教えて くれる人があるでなし
「警視の仕事は椅子に教わる 」 ユ゜ 1といえ り(97)
お・のがため
家がため国がため
なすべ きことあらば
「明 日の仕事は今日,今 日の仕事は唯今 」102といえ り(98)
如何なる人が如何様に あろ うとも
きびしい言葉は用Nぬ こと
何事 も本 人の運次第
「良 儒 うて損す ることもな し」 ユ゜ 3といえ り(99)
この世 では
手をこまねいて
坐 してはな らず
「深 き水に入りて求めたる人のみ手に入れた り」104といえ り(100)
ここにやつがれ プラタープ
世に知 られたる諺を
選 り集め歌 うた次第
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「人 そ れ ぞ れ に 願 い に 応 じ た る果 を得 る 」105と い え り
善 哉 善 哉
(訳 者 あ と が き 〕
以 上 は 次 を 訳 出 し た もの で あ る.PanditPratap臟rδy町Mishra,LokoktiSha七D,
KhadgavilasPress,Patna,PrathamVar,1896(Harishcandra,bd⊥2)
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0内 の 数 字 は 訳 文 中 の 諺 の 一 連 番 号
Aguri pakarat pahuca  pakarai (80) 
 Andan  ko ban  ma  bilarui  bdghhot  hai (34) 
Att bahut  acchi  /ma-hot-I (87) 
 Adhjal  gagari chalakat  jay (66) 
 Apan pet gadahau bhar let (55) 
Apnd  ulla  kahl na jay (92) 
Apna phir  bhi  apna hi  hai (12) 
Apni  apni  daphli, apan  apan  rag (47) 
Apne ghar  ka  raja sab  hai (25) 
 Astkapdri  daridi,  jaha  jay taha  siddhi (41) 
Akhin dekhe cot  na, mukh  dekhe  vyohar (89) 
 Adhar bail  bhawdy  ke  iota  jat  hai  (16) 
 Adhl  pisai  kutta  khay (49) 
 An  ka  came  muh bhar  lar (13) 
Apan  bawd  lunai  sab koy (78) 
 Idhana  pata  kirata  mitai (3)
 Utrd  sahna mardak  naw (68) 
Us  data  se  sum  bhald  jo  jaldi  day  jawab (53) 
Ut  ko  muh  ka  jira (76) 
Ut carha par  kUkur  katai (90) 
Ek  ak  mil  gyarah hoy (20) 
 Ekai  sadhe  sab  sddhai, sab  sadhe  sab  jay (3) 
 Kaniya  larika  gaw  guhari (6) 
Kahu tatkan  gajai  tart'  hai (21) 
 Kalhi karante  dj kar,  aj karante  abb (102) 
 Kalhi  ke  jogi  ma!  Mai (43) 
 Kis  birte par  tatta  panl (44) 
 Kuwd  khodi  kai  pan!  piyai (38) 
 Kakur  bhakai karat  hai (82) 
 nari  kahaiya  darhi  jar  (97) 
 Kharl  miari  cokhl  kam (75) 
Ganga  madar  ka kaun  sath  (10)
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f「
 Gagri  dEni  udd  utEnE (27) 
Ghar  kN  bhediyg  lankT  ddhu (18) 
Ghar ki  khEnd  khurkhuri  ldgai  corT  ka gur 
 mithd  (46) 
Ghar  ke  dhAn  paydr  made (73) 
Ghar ghar matti  ke  cillhe  bal. (67) 
 Calai na  pdmai  kUdan  hdm (45) 
 C.Er  ding  ki  cEdni,  pher  adherg  pgkh (59) 
 Cautard  apahi  kutdmali  sikhE  lotd hai (101) 
 Chach  pachoro  uri  uri  jay (7) 
 Jab lag  swEsE tab lag  äsä (33) 
 Jaha  Mara:I taha  khdhi (83) 
Tin  dhadhd tin  pgiy-g, gahire  pEni  paith(104) 
 Jis  kE  bydh usi ki git  (03) 
 Jihi kai  lathi tihi kai  bhainsi (39) 
 Tilth khdy  mithe  ke  lglac (63) 
 Jaisd karai so taisd  pdwai (14) 
Jaisi  jEki  bhdvand, taisi  talc'  siddh (105) 
Jaiso  kdritd ghar  rake  taise  rah, vides (11) 
 Jogi  kEke mit kalandar  kohl ke  bhdi  (22) 
Jo  gur  khdy  so  kan  chidEmai  (54) 
                 ti 
Jo  divan  dekhie  j  a,t  ,  -gdhE  lijai  b4 (94) 
Jyo jyo  bhijai  kgmari tyo tyo  garui hoy (65) 
Thai akshar prom  ke, parhai so  pandit  hey  (5) 
 Tell  jorai  pari  pari  rahimdn  lurhdmai 
 kuppd (52) 
 Damari ki bulbul  takes halal (93) 
 Dalai ke  dhokhe  khdy  kapdsu (8) 
 Dha,e  dhase ghan  kulharg hoy (84) 
 Nangd  pard  bajdr  ma., cor balaiyd  isi (17) 
 Ndci na  dwai  dgan  terh (48) 
 Ninbud non  cUti  kai  rahige (37) 
 Ninbare ki juiyd sab kai sarhaj (19) 
 Nim na  mlthi hoy ju sicau  ghiw  to (10) • 
 Par  divan  bddhai  marakhcand (15)
;7
 Pahili  7tmd  phir  paramatma (51) 
ti 
Pac  kahai  bilii to  billi (85) 
 Phir  pachitae  kya  hud jab  ciriya  cug  gal 
 khet (29) 
Pher  wahi  moci  ke  mots  (81) 
 Bakura kai  mahatari, kab lag  kusal  manaI(64) 
 Bakula  mare  pakhna  hath  (61) 
Bare  karhi  me parte  hai (86) 
 Banff  as  ki  bani  al  hai (26) 
Bahut maths phir bis  njsarat  hai(72) 
Bahutai  jogin  mathi  ujar  (50) 
 Badhai  marai  ki  ta1  bikay (79) 
 Bat  gas kachu  hdth  nahi  hai (32) 
Bidhi prapanc gun augun  sang (98) 
 Biti  tahi  bisar  de, age  ki  sudhi  by (35) 
 Bail na  kada  kridi  gaun  (91) 
 Brahman  sath  tiaras lag  pog (24) 
 Bhala kahe  ka jay (103) 
 Bhage  bhut  ki lagoti  hi bahut hoti  hai (28) 
 Blat  dekhi  kai citr  urehai (57) 
Man ke  hare  har  hai man ke  jits  jit (71) 
Mare  mukti kohl  kaj (77) 
 matha  mitha  gapp,  karwd  karwa  thu (88) 
 Merl  billi  mujhT  se my                 iaw (100)
 Raja  karai so  nyaw  hai,  pasts  parai so 
 daw (23) 
 Ram  khabariya  lebai  karihai (74) 
 Lend  ek. na  dens  doy (9) 
Vyauhare ki  ram jam  kd  sadesa (58) 
Sab phal  khdy  dhaturan  lags (60) 
Sarag  to  girai  khajar  ma  atkai (56) 
 Sat plc  ki  lakarl  ek jane  ka bojh (95) 
 Sadhe  Id muh  kuttd  catai (62) 
 Suraj ko  diya  dikhdne  so kya (1) 
 Setua  badhi  kai  pache parau (36)
 Sona  dhal  me  bhi  camkai  hai (99) 
Sone me sugandh  hai  (2) 
Sau  candal na ek  kagal  (31) 
Haste  hi ghar baste  hai (70)
 Bath sumirni bagal  katarni (42) 
 Hijro ke kab  larkg,  huwa (69) 
Hot  birauriT  cTkan  pat (30)
(訳 古 賀 勝 郎)
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